
例外を直視すれば深層が見える

日 本 書 紀  区分論

数 理 創 造 プ ロ グ ラ ム　特 別 講 演 会
数
理
と

 

古
代
史
の

            

出
会
い

講演者紹介

森博達　もり ひろみち

京都産業大学外国語学部アジア言語学科教授。1949 年兵庫県生まれ。大阪
外国語大学中国語学科卒。名古屋大学大学院文学研究科（中国文学専攻）
博士課程中退。愛知大学講師、同志社大学助教授、大阪外国語大学助教授を
経て現在に至る。高麗大学校・釡山大学校の客員研究員も歴任。専攻は
東アジア語文交渉史。「魏志倭人伝」や「日本書紀」の文献学的研究を行って
きた。著書に「古代の音韻と日本書紀の成立」（大修館書店、金田一京助賞
受賞）、「日本書紀の謎を解く」（中公新書、毎日出版文化賞受賞）、「日本書紀
成立の真実」（中央公論新社）などがある。

背景画像：『(岩崎本 ) 日本書紀』巻二四「皇極紀」（京都国立博物館蔵）

「日本書紀」（720年撰）は漢文で書かれている。その音韻や文
法を分析して、渡来中国人が著した巻々と日本人が書き継い
だ巻々の混在が浮き彫りになり、成立過程が明らかになった。
その書紀成立の真相に迫った森博達教授による特別講演です。

数理創造プログラム（interdisciplinary Theoretical and Mathematical 
Sciences Program, 略称 iTHEMS）は、理化学研究所に置かれた理論科
学・数学・計算科学の研究者が分野の枠を越えて基礎研究を推進する新し
い国際研究拠点です。iTHEMSでは、「数理」を軸とする分野横断的手法に
より、宇宙・物質・生命の解明や、社会における基本問題の解決を目指して
います。
お問い合わせ先：理化学研究所 数理創造プログラム（iTHEMS）<ithems@riken.jp>

https://ithems.riken.jp

8月24日　
15:00-17:30

理化学研究所　和光キャンパス

大河内記念ホール
TV中継：理化学研究所 計算科学研究機構（神戸）６階講堂



1 
数
理
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム 

2
0
1
7
0
8
2
4
 

於
理
化
学
研
究
所
（
和
光
市
）
大
河
内
記
念
ホ
ー
ル 

『
日
本
書
紀
』
区
分
論 

―
例
外
を
直
視
す
れ
ば
深
層
が
見
え
る
― 

 
 

森 

博
達 

 

 

 α

群
：
巻
十
四
～
二
一･

二
四
～
二
七 

 
 

 
 

―
唐
人
・
正
音
・
正
格
漢
文 

β

群
：
巻
一
～
十
三･

二
二
～
二
三･

二
八
～
二
九
―
倭
人
・
倭
音
・
変
格
漢
文 

一
、
区
分
論
か
ら
成
立
論
へ 

『
日
本
書
紀
』
（
三
十
巻
、
七
二
〇
年
撰
）
は
日
本
最
高
の
古
典
で
あ

る
。
そ
の
記
事
は
神
代
に
始
ま
り
、
六
九
七
年
の
持
統
天
皇
の
譲
位
で
終

わ
る
。
書
紀
が
無
け
れ
ば
七
世
紀
以
前
の
歴
史
は
語
れ
な
い
。 

坂
本
太
郎
は
、「
記
紀
で
研
究
す
る
前
に
、
記
紀
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
言
っ
た
。
至
言
で
あ
る
。
書
紀
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
表
記
と

言
葉
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
書
紀
は
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
万
葉

仮
名
に
よ
る
歌
謡
が
一
二
八
首
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
音
韻
学
か
ら
入

り
、
そ
の
後
、
文
章
論
・
編
修
論
に
進
ん
で
、『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
―

述
作
者
は
誰
か
―
』
（1

9
9
9

年
）
を
著
し
た
。
結
論
は
次
の
と
お
り
。 

『
日
本
書
紀
』
は
表
記
の
性
格
に
よ
っ
て
、α

群
・β

群
・
巻
三
〇 

に
三
分
さ
れ
る
。α

群
（
巻
十
四
～
二
一
・
二
四
～
二
七
）
は
持
統 

朝
に
続
守
言
と
薩
弘
恪
が
正
音
・
正
格
漢
文
で
述
作
し
た
。β

群
（
巻 

一
～
十
三
・
二
二
～
二
三
・
二
八
～
二
九
）
は
文
武
朝
以
後
、
山
田 

史
御
方
が
倭
音
・
和
化
漢
文
で
撰
述
し
た
。
元
明
朝
の
和
銅
七
年
（7

1
4

） 
 

に
国
史
撰
述
の
詔
を
受
け
、
紀
朝
臣
清
人
が
巻
三
〇
を
述
作
し
、
三 

宅
臣
藤
麻
呂
が
両
群
に
潤
色
・
加
筆
し
た
。
清
人
の
述
作
は
倭
習
が 

少
な
か
っ
た
が
、
藤
麻
呂
の
加
筆
に
は
倭
習
が
目
立
っ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
残
さ
れ
た
課
題
を
追
求
し
、
『
日
本
書
紀 

成
立
の
真
実
―

書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰
か
―
』
（2

0
1
1

年
）
を
上
梓
し
た
。 

本
稿
で
は
区
分
論
か
ら
成
立
論
へ
至
っ
た
私
の
研
究
の
経
緯
を
述
べ

て
、
こ
れ
か
ら
の
書
紀
の
読
み
方
と
研
究
方
法
を
提
示
し
た
い
。 

 二
、
『
日
本
書
紀
』
の
体
裁 



2 

『
日
本
書
紀
』
は
舎
人
親
王
が
詔
勅
を
奉
じ
、
養
老
四
年
五
月
癸
酉
（
七

二
〇
年
五
月
二
十
一
日
）
に
撰
上
さ
れ
た
と
い
う
（
『
続
日
本
紀
』
）
。
し
か

し
舎
人
親
王
の
下
で
誰
が
述
作
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
書
紀
の
成

立
過
程
は
書
紀
の
文
章
自
体
を
分
析
し
て
究
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

巻
二
四
「
皇
極
紀
」
三
年
六
月
の
条
に
例
を
取
り
記
載
形
式
を
見
よ
う
。

な
お
、
書
紀
の
原
文
・
訓
読
は
、
小
学
館
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」

の
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
。 

 

【
原
文
】
是
月
、
國
内
巫
覡
等
折
取
枝
葉
、
懸
掛
木
綿
、
伺
大
臣
渡

橋
之
時
、
争
陳
神
語
入
微
之
説
。
其
巫
甚
多
、
不
可
具
聴
。
老
人
等

曰
、
「
移
風
之
兆
也
。
」
于
時
有
謡
歌
三
首
。
其
一
曰
、
「
波
魯
波
魯

你 

渠
騰
曾
枳
擧
喩
屢 

之
麻
能
野
父
播
羅
」
。 

 

【
訓
読
】
是
の
月
に
、
國
内
の
巫
覡
等
、
枝
葉
を
折
り
取
り
、
木
綿

を
懸
掛
で
て
、
大
臣
の
橋
を
渡
る
時
を
伺
ひ
、
争
ひ
て
神
語
の
入
微

な
る
説
を
陳
ぶ
。
其
の
巫
甚
だ
多
く
し
て
、
具
に
聴
く
べ
か
ら
ず
。

老
人
等
の
曰
く
、
「
移
風
ら
む
と
す
る
兆
な
り
」
と
い
ふ
。
時
に
謡

歌
三
首
有
り
。
其
一
に
曰
く
、
「
遥
々
に 

言
そ
聞
ゆ
る 
島
の
薮

原
」
と
い
ふ
。
】 

こ
こ
で
は
「
謡
歌
」
つ
ま
り
歌
謡
（
和
歌
）
が
万
葉
仮
名
で
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
謡
は
三
〇
巻
中
、
二
一
巻
に
わ
た
っ
て
、
十
二

八
首
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
歌
謡
に
用
い
ら
れ
た
万
葉
仮
名
は
四
六
八
字

種
・
延
べ
五
四
八
〇
字
に
お
よ
ぶ
。 

万
葉
仮
名
は
歌
謡
の
他
に
所
謂
「
訓
注
」
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
訓
注

は
分
注
の
一
種
で
、
本
文
の
漢
語
に
日
本
語
で
の
読
み
方
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
に
巻
十
四
か
ら
一
例
挙
げ
て
お
く
。 

 

【
原
文
】
時
以
新
羅
人
為
典
馬
、
典
馬
此
云
于
麻
柯
毘 

【
訓
読
】
〈
典
馬
、
こ
こ
に
は
ウ
マ
カ
ヒ
と
い
う
〉 

 

訓
注
の
万
葉
仮
名
は
約
三
百
字
種
、
延
べ
字
数
は
約
千
三
百
字
で
歌
謡 

の
四
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
。
し
か
も
延
べ
字
数
の
約
三
分
の
二
が
巻
一

～
三
に
偏
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
長
所
も
あ
る
。
そ
れ
は
訓
注
が
巻
二
七

を
除
く
二
九
巻
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
、
歌
謡
の
無
い
巻
々
の
性
格
も
窺

え
る
こ
と
で
あ
る
。 

私
は
本
来
、
中
国
語
音
韻
学
を
専
攻
し
て
お
り
、
『
日
本
書
紀
』
の
万

葉
仮
名
に
興
味
を
も
っ
た
。
そ
の
研
究
を
纏
め
た
の
が
、
一
九
九
一
年
の

拙
著
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』
で
あ
る
。
核
心
は
、
書
紀
の

一
部
の
巻
々
（α

群
）
の
万
葉
仮
名
が
渡
来
中
国
人
に
よ
っ
て
中
国
原
音

で
表
記
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

三
、α

群
原
音
依
拠
説 

万
葉
仮
名
は
上
代
日
本
語
の
音
価
推
定
の
最
も
重
要
な
材
料
で
あ
る
。

し
か
し
有
坂
秀
世
に
よ
れ
ば
、
万
葉
仮
名
資
料
に
は
重
大
な
限
界
が
あ
る
。

基
礎
に
な
っ
た
漢
字
の
音
は
倭
音
（
日
本
漢
字
音
）
で
あ
っ
て
、
中
国
原

音
で
は
な
い
と
い
う
の
だ
。 

例
え
ば
万
葉
仮
名
で
は
、
日
本
語
の
「
カ
」
に
「
歌
」
も
「
訶
」
も
用

い
て
い
る
。
漢
字
の
日
本
音
で
は
と
も
に
「
カ
」
だ
が
、
中
国
原
音
で
は

そ
れ
ぞ
れ[

k
ɑ
]

と[
h
ɑ
]

で
あ
っ
た
。
倭
音
で
万
葉
仮
名
を
表
記
し
た
の
で
、

混
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

書
紀
で
も
こ
の
混
用
が
あ
る
が
、
そ
の
分
布
に
は
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

カ
行
に
当
て
ら
れ
た
喉
音
ｈ
系
統
字
は
「
訶
」
な
ど
五
字
種
・
延
べ
六
七



3 
字
で
あ
る
が
、β

群
に
し
か
現
れ
な
い
の
だ
（
【
表Ⅰ

】
）
。
こ
の
発
見
を
起

点
に
、α

群
の
歌
謡
と
訓
注
が
中
国
原
音
（
唐
代
北
方
音
）
に
よ
っ
て
音

訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 四
、α

群
単
一
音
系
説 

書
紀
の
万
葉
仮
名
に
は
、
唐
代
北
方
音
の
音
声
変
化
が
見
ら
れ
る
。
全

濁
音
無
声
音
化
や
鼻
音
声
母
非
鼻
音
化
を
反
映
し
て
、「
陀
」
を
「
タ
」
に
、

「
娜
」
を
ダ
に
用
い
て
い
る
。α
群
が
直
接
中
国
音
で
書
か
れ
た
の
な
ら
、

単
一
の
字
音
体
系
、
つ
ま
り
当
時
の
唐
代
北
方
音
に
基
づ
い
て
い
る
可
能

性
が
高
ま
る
。
検
討
の
結
果
は
こ
の
推
測
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

エ
列
の
甲
類
と
乙
類
に
お
け
る
対
応
状
況
に
例
を
取
ろ
う
（
【
表Ⅱ

・Ⅲ

】
）
。 

β

群
で
は
エ
列
の
甲
類
と
乙
類
に
そ
れ
ぞ
れ
七
種
も
の
韻
類
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
〔
斉
〕
韻
の
よ
う
に
同
一
韻
類
の
漢
字
が
甲
乙
両

類
に
混
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
韻

類
が
、
対
立
す
る
他
の
列
音
（
ア
列
・
イ
列
・
オ
列
）
に
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
中
古
音
で
読
ん
で
も
、
唐
代
北
方
音
で
読
ん
で
も
、
各

列
音
の
区
別
さ
え
で
き
な
い
。β

群
の
仮
名
が
単
一
の
字
音
体
系
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

一
方
のα

群
で
は
、
エ
列
甲
類
に
は
〔
斉
〕
韻
と
〔
祭
〕
韻
の
み
。
ま

た
エ
列
乙
類
に
は
〔
咍
〕
韻
と
〔
灰
〕
韻
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
も
こ
れ
ら
の
韻
類
は
甲
乙
二
類
に
截
然
と
分
用
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
対
立
す
る
他
の
列
音
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。 

当
時
の
中
国
北
方
音
で
は
、
〔
斉
〕
韻
か
ら
〔
祭
〕
韻
へ
の
合
流
が
生

じ
て
い
た
。
ま
た
唇
音
声
母
の
下
で
〔
咍
〕
韻
か
ら
〔
灰
〕
韻
へ
の
合
流

も
起
こ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
てα

群
で
は
、
エ
列
の
甲
乙
二
類
そ
れ
ぞ

れ
に
、
実
質
的
に
は
一
つ
の
韻
類
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
はα

群
が
単
一
の
字
音
体
系
、
つ
ま
り
当
時
の
中
国
北
方
音
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。 

要
す
る
に
、β

群
は
複
数
の
字
音
体
系
に
基
づ
く
仮
名
が
混
在
し
、
漢

字
の
原
音
（
中
国
音
）
や
単
一
の
字
音
体
系
に
よ
る
吟
味
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、α

群
は
唐
代
北
方
音
に
全
面
的
に
基
づ
き
、
原

音
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 五
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映 

 

さ
ら
に
高
山
倫
明
（1

9
8
1

）
な
ど
に
よ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
も

進
ん
だ
。
高
山
は
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
原
音
声
調
と
古

写
本
に
差
さ
れ
た
声
点
を
対
照
し
て
、α

群
の
一
部
の
歌
謡
が
、
漢
字
の

原
音
声
調
に
よ
っ
て
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
ま
で
書
分
け
て
い
た
こ
と
を

発
見
し
た
。
一
〇
九
番
を
例
に
取
ろ
う
。 

 

波
魯
波
魯
你

ハ

ロ

ハ

ロ

ニ 

渠
騰
曾
枳
擧
喩
屢

こ

と

そ

キ

こ

ユ

ル 

之
麻
能
野
父
播
羅

シ

マ

の

ヤ

ブ

ハ

ラ 

平
上
平
上
上 

平
平
平
上
上
去
去 

平
平
平
上
上
去
平 

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ 

Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ 

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ 

こ
の
歌
謡
で
は
、
Ｌ
声
点
の
差
さ
れ
た
字
の
原
音
声
調
は
必
ず
平
声
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
声
点
の
字
は
必
ず
上
声
か
去
声
に
な
っ
て
い
る
。

原
音
声
調
と
声
点
と
が
完
全
に
一
致
す
る
の
だ
。 

高
山
（1

9
8
2

）
は
ひ
き
続
い
て
、
各
歌
謡
に
お
け
る
上
声
字
と
去
声
字

の
比
率
を
調
べ
、β
群
は
全
巻
で
去
声
字
が
優
勢
、α

群
は
全
巻
で
上
声



4 
字
が
優
勢
と
い
う
事
実
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
私
の
区
分
と
完
全
に
一
致

す
る
（
【
表Ⅳ

】
）
。 

 

六
、
ア
ク
セ
ン
ト
優
先
仮
名 

 

原
音
声
調
と
古
写
本
声
点
の
一
致
率
は
、β

群
よ
りα

群
が
高
い
が
、

α

群
で
も
一
〇
九
番
歌
謡
の
よ
う
に
完
全
に
一
致
す
る
例
は
こ
れ
し
か
無

い
。
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
漢
字
の
声
調
に
よ
っ
て
書
分
け
よ
う
と
し

て
も
、
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
音
節
に
よ
っ
て
は
、
声
母
・
韻
母
・
声
調

の
三
要
素
と
も
適
合
す
る
と
い
う
漢
字
が
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、α

群
の
表
記
者
は
一
般
に
ア
ク
セ
ン
ト
よ

り
子
音
や
母
音
の
一
致
を
重
視
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

し
か
し
ア
ク
セ
ン
ト
を
優
先
し
た
と
き
も
あ
る
。α

群
の
歌
謡
で
は
、

「
娑
（
サ
）
」
や
「
美
（
ミ
甲
類
）
」
が
そ
の
例
で
あ
る
。
前
者
は
子
音
の

一
致
を
犠
牲
に
し
、
後
者
は
母
音
の
一
致
を
犠
牲
に
し
て
、
と
も
に
ア
ク

セ
ン
ト
の
一
致
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。 

 
α

群
の
歌
謡
で
は
「
サ
」
の
音
節
に
、
四
字
種
・
延
べ
二
五
字
の
仮
名

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
娑
」（
九
例
）・「
佐
」（
十
一
例
）・「
左
」（
四
例
）
・

「
作
」
（
一
例
）
で
あ
る
。
中
古
音
の
音
類
と
推
定
音
価
は
次
の
通
り
。 

「
娑
」
は
〔
心
母
歌
韻
平
声
〕
で
推
定
音
価
［s

ɑ

］
、
「
佐
」
は
〔
精
母
歌

韻
去
声
〕
で
［t
s
ɑ

］
、
「
左
」
は
〔
精
母
歌
韻
上
声
〕
で
、
「
作
」
は
〔
精

母
鐸
韻
入
声
〕
で
［t

s
ɑ
k

］
。
中
古
音
の
入
声
は
他
の
平
声
・
上
声
・
去
声

と
異
な
り
、
子
音
韻
尾
‐p

・
‐t

・
‐k

を
も
つ
点
に
特
徴
が
あ
る
。 

森
（1

9
9
1

）
は
、α

群
の
歌
謡
の
仮
名
を
材
料
と
し
て
上
代
日
本
語
の

音
価
推
定
を
試
み
た
。「
サ
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
四
字
種
に
よ
っ
て
［ts

ɑ

］

と
推
定
し
た
。
頭
子
音
は
破
擦
音
だ
が
、
破
裂
要
素
は
や
や
軽
微
と
考
え

た
の
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
そ
の
後
、「
佐
」・「
左
」・「
作
」
の
中
古
音
を
重
視
し
て
、「
サ
」

の
頭
子
音
の
音
価
を
一
般
的
な
破
擦
音
［t

s
ɑ

］
と
推
定
す
る
に
至
っ
た
。

中
古
音
の
〔
精
母
歌
韻
〕
の
音
節
、
す
な
わ
ち
［t

s
ɑ

］
に
は
上
声
の
「
左
」

や
去
声
の
「
佐
」
は
あ
る
が
、
平
声
字
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
上
代
日
本
語
の
「
サ
」
が[

t
s
ɑ
]

で
あ
れ
ば
、
高
平
調
の
音
節
は
「
佐
」

や
「
左
」
で
表
せ
る
が
、
低
平
調
の
音
節
に
は
適
当
な
漢
字
が
存
在
し
な

い
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
低
平
調
の
「
サ
」
を
表
す
た
め
に
、
子
音
よ
り
も
ア

ク
セ
ン
ト
を
優
先
し
て
「
娑
」
字
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
よ
う
に
仮
定
し
て
古
写
本
の
声
点
を
調
べ
て
み
た
。
果
た
し
て
そ

の
結
果
は
予
期
し
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。「
娑
」
と
「
作
」
に
は
Ｌ
声
点
が

差
さ
れ
、
「
佐
」
と
「
左
」
に
は
Ｈ
声
点
が
差
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 七
、α

群
歌
謡
の
「
娑
」 

 
α

群
歌
謡
の
「
娑
」
の
全
用
例
は
次
の
九
例
で
あ
る
。（
語
彙
・
訓
・
原

音
声
調
・
古
写
本
の
声
点
を
記
す
。
訓
は
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
・

日
本
書
紀
編
』
に
よ
る
。
声
点
は
、
優
先
順
に
「
岩
崎
本
」「
前
田
本
」「
図

書
寮
本
」
「
北
野
本
」
「
兼
方
本
」
「
兼
右
本
」
を
用
い
た
）
。 

❶
「
娑
柯
曳
（
栄
枝
）
」
平
平
去
―
Ｈ
Ｈ
Ｈ
（
巻
一
四
・
七
八
番
） 

②
「
都
奴
娑
之
（
角
刺
）
」
平
平
平
平
―
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
（
巻
一
五
・
八
四
番
） 

③
「
暮
能
娑
播
你
（
物
多
に
）
」
去
平
平
去
上
―
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ 

（
巻
一
六
・
九
四
番
） 

④
「
婆
娑
摩
你
（
峡
谷
に
）
」
平
平
平
上
―
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
（
同
・
九
五
番
） 
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⑤
「
阿
娑
理
逗
那
（
漁
り
出
な
）
」
平
平
上
去
平
―
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
（
同
） 

❻
「
都
奴
娑
播
符
（
つ
の
さ
は
ふ
）
」
平
平
平
去
平
―
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ 

（
巻
一
九
・
九
七
番
） 

⑦
「
娑
佐
羅
（
細
紋
）
」
平
去
平
―
Ｌ
Ｈ
Ｈ
（
同
・
九
五
番
）
） 

⑧
「
阿
娑
努
（
浅
野
）
」
平
平
上
―
Ｌ
Ｌ
Ｈ
（
巻
二
四
・
一
一
〇
番
） 

⑨
「
倭
柯
矩
娑
（
若
草
）
」
平
平
上
平
―
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
（
巻
二
六
・
一
一
七
番
） 

全
九
例
中
、
七
例
の
「
娑
」
に
Ｌ
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。
❶
と
❺
が

例
外
で
あ
る
。
❶
は
「
栄
枝
」
で
は
な
く
、「
賢
枝
」
や
「
榊
枝
」
と
解
釈

す
れ
ば
良
い
。
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
は
、「
賢
枝
」・「
榊
枝
」
と
も
に
Ｌ
Ｌ
Ｈ

で
あ
り
、
原
音
声
調
の
平
平
上
と
合
致
す
る
。
❻
の
「
つ
の
さ
は
ふ
」
は

意
義
不
詳
の
枕
詞
で
あ
る
。「
兼
右
本
」
の
声
点
で
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
と
差
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
採
用
す
れ
ば
良
い
。 

 

八
、
倭
習
の
偏
在 

 

「
倭
音
」
は
音
韻
の
レ
ベ
ル
で
の
倭
習
で
あ
っ
た
。
「
倭
習
」
と
は
日

本
語
の
発
想
に
基
づ
く
、
漢
字
・
漢
文
の
誤
用
や
奇
用
（
特
殊
用
法
）
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
語
彙
・
語
法
・
文
体
の
倭
習
は
ど
う
な
の
か
。 

 

文
章
論
の
結
果
は
、
音
韻
論
の
結
論
と
軌
を
一
に
し
た
。
書
紀
に
は
様
々

な
倭
習
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
にβ

群
に
偏
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
（
【
表Ⅴ

】
）
。
以
下
に
代
表
的
な
倭
習
を
挙
げ
よ
う
。 

①
然
後
洗
眼
。
因
以
生
神
、
号
曰
天
照
大
神
。
〈
因
り
て
〉
（
巻
一
） 

②
是
玉
今
有
石
上
神
宮
。
〈
石
上
神
宮
に
有
り
〉
（
巻
六
） 

③
高
枕
而
永
終
百
年
、
亦
不
快
乎
。
〈
亦
快
か
ら
ず
や
〉
（
巻
六
） 

④
即
徳
麻
呂
等
為
先
鋒
以
進
射
之
。
〈
即
ち
徳
麻
呂
等
〉
（
巻
二
八
） 

① 

の
接
続
詞
「
因
以
」
は
奇
用
。
一
〇
六
例
す
べ
て
がβ

群
に
偏
在
。 

 

②
の
「
有
」
は
倭
訓
に
よ
る
誤
り
。
こ
こ
は
「
～
に
あ
り
」
な
の
で
「
在
」

が
正
し
い
。「
有
」
字
の
誤
用
は
十
六
例
。
十
四
例
がβ

群
、
二
例
がα

群
。 

③
は
否
定
副
詞
の
語
順
の
誤
り
。
こ
こ
は
反
語
な
の
で
、
「
不
亦
快
乎
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
否
定
詞
の
誤
用
は
十
四
例
あ
り
、

十
二
例
がβ

群
、
残
り
二
例
がα

群
で
あ
る
。 

④
は
副
詞
「
即
」
の
語
順
の
誤
り
。
「
即
」
は
普
通
副
詞
で
、
正
格
漢

文
で
は
主
語
と
述
語
の
間
に
置
か
れ
る
。
主
語
の
前
に
置
く
の
は
誤
用
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
即
」
の
誤
用
は
二
九
例
あ
り
、
二
八
例
がβ

群
に

偏
在
し
、
残
り
一
例
がα

群
で
あ
る
。 

 

九
、
例
外
の
原
因 

β

群
は
和
化
漢
文
で
綴
ら
れ
た
。
他
方
、α

群
は
正
格
漢
文
で
書
か
れ

て
い
る
が
、
例
外
も
あ
る
。
前
節
で
は
四
種
の
倭
習
を
取
り
上
げ
、
大
半

がβ

群
に
偏
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
例
外
は
次
の
五
例
。 

⑤
此
等
蝦
夷
国
有
何
方
。
〈
何
方
に
有
り
や
〉
（
巻
二
六
分
注
） 

 

⑥
国
有
東
北
。
〈
国
は
東
北
に
有
り
〉
（
同
） 

⑦
大
臣
大
連
・
将
相
諸
臣
、
咸
推
寡
人
。
寡
人
敢
不
乖
。
〈
敢
て
乖
か
じ
〉 

（
巻
十
七
） 

⑧
斯
等
深
不
悟
情
、
〈
斯
等
は
深
く
情
に
悟
ら
ず
〉
（
巻
二
五
） 

⑨
即
身
心
帰
附
、
於
他
易
照
。
〈
即
ち
身
心
の
帰
附
す
る
は
〉
（
巻
十
九
） 

こ
の
う
ち
、
⑤
と
⑥
は
と
も
に
「
斉
明
紀
」
の
分
注
に
引
用
さ
れ
た
「
伊

吉
連
博
徳
書
」
の
文
章
で
あ
る
。
史
料
名
を
明
記
し
て
転
載
し
た
た
め
誤

用
が
残
っ
た
の
だ
。 
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⑦
は
継
体
天
皇
が
即
位
を
受
諾
す
る
場
面
で
あ
る
。「
敢
不
乖
」
の
正
し

い
訓
読
は
、「
敢
て
乖
か
ざ
ら
む
や
」
で
あ
る
。
原
文
を
正
し
く
読
解
す
れ

ば
、
即
位
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。「
不
敢
乖
」
の
誤
り
で
あ
る
。
実
は

こ
れ
は
潤
色
文
で
、
誤
り
は
潤
色
加
筆
者
の
漢
文
能
力
の
欠
如
に
よ
る
。

典
拠
は
次
の
『
呉
志
』
「
孫
休
伝
」
。 

ⓐ
将
相
諸
侯
、
咸
推
寡
人
。
寡
人
敢
不
承
受
璽
符
〈
敢
て
璽
符
を
承
受
せ

ざ
ら
む
や
〉 

小
島
憲
之
に
よ
れ
ば
、
漢
籍
に
よ
る
潤
色
は
書
紀
撰
述
の
最
終
段
階
で

加
え
ら
れ
た
。α

群
の
基
本
的
編
修
の
終
了
後
、
潤
色
加
筆
の
際
に
語
順

を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。 

⑧
は
巻
二
五
「
孝
徳
紀
」
大
化
二
年
の
詔
勅
に
あ
る
。
「
孝
徳
紀
」
の

詔
勅
に
は
、
他
の
誤
用
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
「
大
宝
令
」
頒
下
（7

0
2

）

以
後
の
用
語
で
あ
る
「
御
宇
」
も
見
ら
れ
る
。α
群
の
基
本
的
編
修
の
終

了
後
、
後
人
が
加
筆
し
た
の
だ
。 

⑨
は
巻
十
九
「
欽
明
紀
」
に
掲
載
さ
れ
た
百
済
聖
明
王
の
「
上
表
文
」

に
見
ら
れ
る
。
こ
の
上
表
文
は
四
字
句
の
美
文
だ
が
、
他
に
も
誤
用
や
奇

用
が
混
じ
っ
て
い
る
。 

 

十
、α

群
中
国
人
述
作
説 

α

群
の
本
来
の
述
作
者
は
中
国
人
一
世
だ
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
。

万
葉
仮
名
の
清
濁
異
例
が
最
大
の
根
拠
と
な
る
。 

万
葉
仮
名
資
料
で
は
、
中
国
原
音
で
無
声
無
気
音
声
母
（p

-
,
t
-
,
k
-

等
）

の
漢
字
は
清
音
仮
名
と
し
て
用
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、α

群
で
は
濁
音
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
水
」
を
「
瀰
都
（
ミ
ツ
）
」
、「
枝
」

を
「
曳
多
（
エ
タ
）
」
な
ど
、
七
字
種
・
延
べ
十
一
例
に
上
る
。
日
本
人
な

ら
清
濁
を
間
違
え
る
は
ず
が
な
い
。 

古
写
本
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
は
す
べ
て
高
平
調
の

ア
ク
セ
ン
ト
符
号
が
施
さ
れ
て
い
た
。
高
平
調
の
音
節
は
高
く
始
ま
り
、

喉
頭
の
緊
張
が
持
続
す
る
の
で
、
声
帯
の
振
動
が
妨
げ
ら
れ
、
濁
音
要
素

が
減
殺
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
人
が
清
音
と
聞
き
誤
っ
た
の
だ
。 

α

群
中
国
人
説
の
証
拠
は
巻
十
四
に
も
あ
る
。
安
康
天
皇
が
皇
后
に

「
吾
妹
」
と
呼
び
か
け
、
そ
こ
に
次
の
分
注
が
あ
る
。 

称
妻
為
妹
、
蓋
古
之
俗
乎
。〈
妻
を
称
て
妹
と
為
す
は
、
蓋
し
古
の
俗 

か
〉 

男
が
妻
を
「
吾
妹
（
わ
ぎ
も
）
」
と
呼
ぶ
の
は
、
奈
良
時
代
で
も
一
般

的
な
慣
習
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
昔
の
習
俗
か
」
と
注
釈
を
加
え
て
い
る

の
だ
。 

 十
一
、
編
修
の
順
序
とα

群
の
述
作
者 

 

編
修
の
順
序
を
知
る
鍵
は
、
両
群
の
安
康
天
皇
暗
殺
の
記
載
に
あ
る
。

α

群
の
冒
頭
、
巻
十
四
は
「
雄
略
紀
」
な
の
に
先
帝
暗
殺
の
経
緯
が
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
巻
十
三
は
「
安
康
紀
」
な
の
に
一
句
で
済

ま
せ
、「
辞
具
在
大
泊
瀬
天
皇
紀
（
雄
略
紀
に
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
）
」

と
施
注
し
て
い
る
。
本
末
転
倒
で
あ
る
。α

群
の
述
作
が
先
行
し
た
の
だ
。 

 
α

群
述
作
の
最
有
力
候
補
は
音
博
士
、
続
守
言
と
薩
弘
恪
で
あ
る
。
持

統
朝
に
揃
っ
て
三
度
賞
賜
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
二
度
目
（
六
九
一
年

九
月
四
日
）
は
重
要
だ
。
そ
の
直
前
に
、
書
紀
編
纂
の
重
要
史
料
と
な
っ

た
「
墓
記
」
進
上
の
詔
が
十
八
氏
に
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
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古
代
の
画
期
は
雄
略
朝
と
大
化
改
新
で
あ
っ
た
。
守
言
が
巻
十
四
「
雄

略
紀
」
か
ら
を
担
当
し
、
弘
恪
が
巻
二
四
「
皇
極
紀
」
か
ら
を
担
当
し
た

の
だ
ろ
う
。
守
言
は
六
六
〇
年
の
戦
争
で
百
済
軍
の
俘
虜
と
な
り
、
献
上

さ
れ
て
来
日
し
た
。
巻
二
六
「
斉
明
紀
」
で
は
来
日
の
時
期
に
つ
い
て
二

説
を
併
記
し
て
い
る
。
弘
恪
が
こ
こ
を
執
筆
し
た
の
だ
。
そ
の
と
き
、
守

言
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
弘
恪
は
文
武
四
年
に
「
大
宝

律
令
」
編
纂
の
奉
勅
後
、
史
料
に
現
れ
な
い
。 

 

十
二
、β

群
の
文
章
と
山
田
史
御
方 

一
方
、β

群
の
述
作
は
文
武
朝
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
川
清

彦
に
よ
れ
ば
、
書
紀
に
は
二
種
の
暦
が
用
い
ら
れ
た
。
巻
十
三
の
「
安
康

即
位
前
紀
」
ま
で
は
新
し
い
「
儀
鳳
暦
」
を
用
い
、
安
康
三
年
か
ら
は
古

い
「
元
嘉
暦
」
を
用
い
て
い
る
。
現
実
に
は
文
武
二
年
か
ら
儀
鳳
暦
が
単

独
で
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
えβ

群
の
撰
述
者
は
文
武
朝
以
後
の
学
者
に

求
め
ら
れ
る
。 

私
は
山
田
史
御
方
が
随
一
の
候
補
と
考
え
る
。
山
田
史
は
移
民
系
氏
族

で
あ
り
、
御
方
は
か
つ
て
学
僧
と
し
て
新
羅
に
留
学
し
、
帰
国
後
還
俗
し

大
学
で
教
え
た
。
七
〇
七
年
に
は
「
学
士
を
優
ま
む
」
と
し
て
賞
賜
さ
れ
、

七
二
一
年
に
は
「
文
章
の
師
範
」
と
し
て
褒
賞
さ
れ
て
い
る
。β

群
の
述

作
者
は
漢
字
の
正
音
に
暗
く
、
訓
読
に
よ
っ
て
文
章
を
綴
っ
て
い
た
。
そ

の
う
えβ

群
は
仏
教
漢
文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
御
方
の
経
歴
はβ

群

の
性
格
と
合
致
す
る
。 

 

十
三
、
「
憲
法
十
七
条
」
は
聖
徳
太
子
の
真
作
か 

私
は
音
韻
・
語
彙
・
語
法
・
文
体
に
わ
た
る
倭
習
や
筆
癖
を
追
跡
し
、

書
紀
の
編
修
過
程
を
推
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
巻
の
文
章
か
ら
原
史
料

を
摘
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
後
人
に
よ
る
加
筆
の
部
分
も
判
明

す
る
。
記
事
の
虚
実
や
真
偽
を
判
定
す
る
基
盤
が
整
っ
た
の
だ
。 

例
え
ば
、
巻
二
二
「
推
古
紀
」
の
聖
徳
太
子
「
憲
法
十
七
条
」
の
真
偽

で
あ
る
。
そ
の
文
章
に
つ
い
て
、
吉
川
幸
次
郎
（1

9
6
6

年
「
聖
徳
太
子
の

文
章
」
）
は
、
「
文
体
的
に
も
文
法
的
に
も
立
派
な
文
章
」
と
述
べ
、
こ
れ

が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
通
説
は
間
違
っ
て
い
る
。
私
は
「
憲

法
十
七
条
」
か
ら
誤
用
と
奇
用
を
摘
出
し
、
「
倭
習
十
七
条
」
を
挙
げ
た
。 

こ
こ
で
は
憲
法
の
第
七
条
を
見
よ
う
。
誤
用
は
次
の
三
例
。 

Ⓐ
事
無
大
少
、
得
人
必
治
。〈
事
に
大
少
無
く
、
人
を
得
て
必
ず
治
ま
ら
む
〉 

Ⓑ
因
此
国
家
永
久
、
社
稷
勿
危
。〈
此
に
因
り
て
、
国
家
永
久
に
し
て
、
社

稷
危
か
ら
ず
〉 

Ⓒ
故
古
聖
王
為
官
以
求
人
、
為
人
不
求
官
。〈
故
、
古
の
聖
王
、
官
の
為
に

人
を
求
め
、
人
の
為
に
官
を
求
め
ず
〉 

 

こ
の
う
ち
、
Ⓐ
の
「
少
」
字
は
「
小
」
字
の
誤
り
。
倭
音
ま
た
は
倭
訓

に
基
づ
く
誤
用
で
あ
る
。 

Ⓑ
の
「
勿
」
字
は
「
不
」
字
の
誤
り
。
命
令
の
否
定
（
禁
止
）
と
叙
述
の

否
定
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ⓒ
は
否
定
詞
の
語
順
の
誤
り
。
正
し
く

は
「
不
為
人
求
官
」
と
な
る
。
日
本
語
の
語
順
に
泥
ん
だ
誤
用
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
誤
用
は
次
の
よ
う
に
、
憲
法
以
外
の
巻
二
二
の
本
文
に
も
見
ら

れ
る
。 

Ⓓ
即
化
少
魚
、
以
挟
樹
枝
。〈
即
ち
少
魚
に
化
り
て
、
樹
の
枝
に
挟
ま
れ
り
〉 

Ⓔ
到
於
墓
所
而
視
之
、
封
埋
勿
動
。
〈
封
め
埋
み
し
と
こ
ろ
動
か
ず
〉 
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Ⓕ
其
為
朕
興
陵
以
勿
厚
葬
。
〈
朕
が
為
に
陵
を
興
て
厚
く
葬
る
こ
と
勿
れ
〉 

Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
は
そ
れ
ぞ
れ
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
と
同
種
の
誤
り
で
あ
る
。
Ⓓ
の
「
少
」
字
は

「
小
」
字
の
誤
り
。
Ⓔ
の
「
勿
」
字
は
「
不
」
字
の
誤
り
。
Ⓕ 

は
否
定
詞

の
語
順
の
誤
り
。
正
し
く
は
「
其
勿
為
朕
興
陵
以
厚
葬
。
」
と
な
る
。 

憲
法
の
倭
習
は
そ
の
大
半
が
憲
法
以
外
の
巻
二
二
の
本
文
に
も
現
れ
て
い

る
。
巻
二
二
だ
け
で
は
な
い
。β

群
に
一
般
的
な
倭
習
な
の
だ
。 

 

十
四
、α

群
特
有
の
誤
用
と
筆
癖 

 

書
紀
の
漢
文
の
誤
用
や
奇
用
は
基
本
的
にβ

群
に
偏
在
し
て
い
た
。
し

か
し
稀
だ
が
、α

群
特
有
の
誤
用
や
筆
癖
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ

挙
げ
よ
う
。 

⑧
縦
使
星
川
得
志
共
治
家
国
、
必
当
戮
辱
遍
於
臣
連
、
酷
毒
流
於
民
庶
。

〈
縦
使
星
川
、
～
共
に
家
国
を
治
め
ば
〉
（
巻
十
四
） 

⑨
超
攄
絶
於
埃
塵
、
〈
埃
塵
を
絶
ち
〉
（
同
） 

⑧
は
譲
歩
の
接
続
詞
「
縦
〈
た
と
ひ
～
と
も
〉
」
を
仮
定
に
用
い
た
誤

り
。
こ
れ
は
雄
略
天
皇
の
遺
詔
で
、
潤
色
文
で
あ
る
。
典
拠
は
次
の
『
隋

書
』
「
高
祖
紀
」
で
あ
る
。 

ⓑ
若
令
勇
秀
得
志
共
治
家
国
、
必
当
戮
辱
遍
於
公
卿
、
酷
毒
流
於
人
庶
。 

典
拠
の
『
隋
書
』
で
は
正
し
く
仮
定
の
接
続
詞
「
若
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
後
人
の
潤
色
加
筆
の
際
の
誤
用
で
あ
る
。「
縦
」
の
誤
用
は
六
例
あ

り
、
全
てα

群
に
偏
在
す
る
（
【
表Ⅵ

】
）
。
潤
色
の
誤
り
が
一
例
、
朝
鮮
関

係
記
事
が
三
例
、
大
化
の
詔
勅
が
二
例
。
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
潤
色
と

大
化
の
詔
勅
は
加
筆
者
の
誤
用
だ
ろ
う
。 

⑨
も
潤
色
文
で
、
典
拠
は
『
文
選
』
「
赭
白
馬
賦
」
の
次
の
文
章
。 

ⓒ
超
攄
絶
夫
塵
轍
、
〈
か
の
塵
轍
を
絶
ち
〉 

後
人
の
潤
色
の
際
に
「
於
」
字
の
筆
癖
が
現
れ
た
の
だ
。
訓
読
で
「
置

き
字
」
と
し
て
「
ヲ
」
を
送
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
確
実
な
筆
癖
は
十
三

例
あ
る
。α

群
に
十
二
例
、
巻
三
〇
に
一
例
（
【
表Ⅵ

】
）
。 

α

群
の
十
二
例
の
内
訳
は
、
潤
色
が
二
例
、
大
化
の
詔
勅
が
二
例
、
巻

二
一
が
三
例
、
巻
二
七
の
朝
鮮
関
係
記
事
が
一
例
、
そ
の
他
が
四
例
で
あ

る
。
潤
色
と
大
化
の
詔
勅
は
後
人
の
加
筆
だ
。
巻
二
一
はα

群
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
誤
用
や
奇
用
も
少
な
く
な
い
。
後
人
に
よ
る
加
筆

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
そ
の
他
の
四
例
」
も
前
後
に
倭
習
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
後
人
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。 

問
題
は
次
の
朝
鮮
関
係
記
事
の
一
例
。 

⑯
遣
前
将
軍
（
中
略
）
等
、
救
於
百
済
。〈
百
済
を
救
は
し
む
〉（
巻
二
七
） 

 

十
五
、
冷
僻
字
「
噵
」 

書
紀
に
は
「
噵
」
と
い
う
冷
僻
字
が
計
十
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
（
【
表 

Ⅵ

】
）
。
『
集
韻
』(

1
0
3
7

年)

に｢

噵
、
說
也
、
通
作
道｣

と
あ
る
。
「
説
く
、

言
う
」
の
意
で
あ
る
。 

『
佛
本
行
集
經
』（
隋
・
北
天
竺
闍
那
崛
多
譯
）
や
『
法
苑
珠
林
』（6

6
8
 

年
、
唐
・
道
世
撰
）
等
、
仏
典
に
は
見
ら
れ
る
。
ま
た
新
羅
の
碑
石
で
は
、

「
浦
項
中
城
里
新
羅
碑
」（4

4
1

年
？
）
と
「
迎
日
冷
水
里
新
羅
碑
」（5

0
3

年
）
に
現
れ
る
。 

書
紀
の
十
一
例
の
「
噵
」
字
か
ら
、
四
例
を
挙
げ
て
解
説
し
よ
う
。 

⑩
目
大
連
対
曰
、
臣
観
女
子
行
歩
、
容
儀
能
似
天
皇
。
天
皇
曰
、
見
此
者 

咸
言
、
如
卿
所
噵
。
（
巻
十
四
、
天
皇
の
発
話
） 
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⑪
聖
明
王
曰
、（
中
略
）
別
汝
所
噵
、
恐
致
卓
淳
等
禍
、
非
新
羅
自
強
故
、 

所
能
爲
也
。
（
巻
十
九
、
百
済
聖
王
の
発
話
） 

⑫
然
今
群
卿
所
噵
天
皇
遺
命
者
、
小
小
違
我
之
所
聆
。（
巻
二
三
、
山
背
大 

兄
王
が
告
げ
さ
せ
た
発
話
） 

⑬
如
卿
所
噵
其
勝
必
然
。
（
巻
二
四
、
自
殺
直
前
の
山
背
大
兄
王
の
発
話
） 

⑩
は
前
文
に
「
容
儀
能
似
天
皇
」
と
あ
る
。
「
能
」
字
は
誤
用
。
「
良
」 

字
が
適
当
で
あ
る
。
後
人
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⑪
は
百
済
聖
明
王
の
発
話
で
あ
る
が
、「
別
汝
所
噵
」
の
「
別
」
字
も
興 

味
深
い
。
主
語
の
前
に
置
か
れ
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
正 

格
漢
文
で
は
「
別
」
に
接
続
詞
の
用
法
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
別
」
字 

の
誤
用
は
七
例
あ
る
。
こ
の
誤
用
は
朝
鮮
俗
漢
文
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

⑫
と
⑬
は
山
背
大
兄
王
の
物
語
で
あ
る
。
山
背
大
兄
王
は
聖
徳
太
子
の 

世
子
で
あ
り
、
後
に
一
族
は
滅
亡
し
た
。
⑫
な
ど
三
例
はβ

群
の
卷
二
三 

「
舒
明
即
位
前
紀
」
に
あ
り
、
田
村
皇
子
と
皇
位
を
争
っ
た
記
事
で
あ
る
。 

⑫
で
は
、
直
後
に
「
天
皇
命
以
喚
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
正
格
漢
文
な 

ら
ば
「
以
天
皇
命
喚
」
が
正
し
い
。「
以
」
字
を
目
的
語
に
後
置
す
る
の
は
、 

朝
鮮
変
格
漢
文
の
具
格
助
詞
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。「
噵
」
字
と
合
わ
せ
れ 

ば
、
朝
鮮
俗
漢
文
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

⑬
な
ど
二
例
は
卷
二
四
「
皇
極
紀
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
山
背
大
兄

王
が
蘇
我
入
鹿
に
攻
撃
さ
れ
て
自
殺
し
、
一
族
が
滅
亡
す
る
記
事
で
あ
る
。

山
背
大
兄
王
は
聖
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
卷
二
四
はα

群
で
あ
る
が
、

こ
の
記
事
に
は
倭
習
が
数
多
く
あ
る
。
入
鹿
を
非
道
な
逆
臣
と
し
て
描
く

た
め
に
、
編
纂
の
最
終
段
階
で
後
人
が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

巻
二
三
の
三
例
も
山
背
大
兄
王
の
記
事
で
あ
っ
た
。
卷
二
三
はβ

群
で

あ
る
が
、
山
背
大
兄
王
が
皇
位
を
争
う
ほ
ど
の
有
力
皇
族
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
も
後
人
の
加
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

結
局
十
一
例
の
「
噵
」
の
う
ち
、
四
例
は
朝
鮮
関
係
記
事
、
巻
十
四
・

十
五
の
二
例
は
後
人
の
加
筆
。
残
り
の
山
背
大
兄
王
関
係
の
五
例
も
後
人

の
加
筆
で
あ
ろ
う
。 

 十
六
、
編
纂
の
最
終
段
階
で
の
加
筆 

書
紀
は
編
纂
の
最
終
段
階
で
、α

群
を
中
心
と
し
て
潤
色
・
加
筆
が
行 

わ
れ
た
。
そ
の
変
格
漢
文
や
筆
癖
に
はβ

群
と
共
通
の
も
の
も
、
特
有

の
も
の
も
あ
る
。
倭
習
（
変
格
漢
文
）
に
も
個
性
が
あ
る
の
だ
。 

そ
れ
で
は
加
筆
者
は
誰
な
の
か
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
和
銅
七 

年
（7

1
4

）
、
従
六
位
上
紀
朝
臣
清
人
と
正
八
位
下
三
宅
臣
藤
麻
呂
に
国

史
撰
述
の
詔
が
下
り
た
。
当
時
、
書
紀
編
修
所
に
は
二
つ
の
仕
事
が
残

っ
て
い
た
。
巻
三
〇
「
持
統
紀
」
の
撰
述
と
諸
巻
に
潤
色
・
加
筆
す
る

作
業
で
あ
る
。
位
階
か
ら
見
て
、
清
人
が
主
に
巻
三
〇
を
撰
述
し
、
藤

麻
呂
が
潤
色
・
加
筆
を
担
当
し
た
の
だ
ろ
う
。
清
人
は
そ
の
後
「
文
章

の
師
範
」
と
称
さ
れ
文
章
博
士
も
拝
命
し
、
従
四
位
下
で
卒
し
た
。
一

方
の
藤
麻
呂
は
そ
の
後
記
録
に
現
れ
な
い
。 

書
紀
の
加
筆
に
は
数
多
く
の
倭
習
や
朝
鮮
変
格
漢
文
の
影
響
が
見
ら

れ
る
。
藤
麻
呂
の
加
筆
と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。『
新
撰
姓
氏
録
』（
八

一
五
年
撰
）
に
よ
れ
ば
、「
三
宅
人
」「
三
宅
連
」「
三
宅
史
」
は
朝
鮮
半
島

か
ら
の
移
民
系
氏
族
で
あ
る
。
三
宅
臣
も
同
様
だ
ろ
う
。 

拙
著
（2

0
1
1
a

）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、α

群
の
中
で
倭
習
の
最
も
集

中
す
る
記
事
が
三
ヶ
所
あ
る
。
巻
二
五
「
孝
徳
紀
」
の
「
大
化
詔
勅
」
、
巻
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二
四
「
皇
極
紀
」
の
「
乙
巳
の
変
」
及
び
「
上
宮
家
滅
亡
」
の
記
事
で
あ

る
。 こ

こ
で
は
「
乙
巳
の
変
」
か
ら
二
例
挙
げ
よ
う
。
中
大
兄
皇
子
の
発
言

で
あ
る
。 

⑭
鞍
作
尽
滅
天
宗
、
将
傾
日
位
。〈
天
宗
を
尽
に
滅
し
て
、
日
位
を
傾
け
む 

と
す
〉 

⑮
豈
以
天
孫
代
鞍
作
乎
。
〈
豈
天
孫
を
以
ち
て
鞍
作
に
代
へ
む
や
〉 

 

⑭
は
語
順
の
誤
り
。
正
し
く
は
、
「
鞍
作
将
滅
天
宗
、
而
傾
日
位
」
。 

 

⑮
は
「
ど
う
し
て
天
孫
を
も
っ
て
鞍
作
（
入
鹿
）
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
反
語
で
あ
る
。「
天
孫
」
と
「
鞍
作
」
が
逆
転
し

て
、
反
対
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
正
し
く
は
「
豈
以
鞍
作
代
天
孫
乎
（
ど

う
し
て
鞍
作
を
も
っ
て
天
孫
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
）
」
。 

も
し
も
薩
弘
恪
の
吟
味
を
経
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
誤
用
は
添
削
修
正

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
乙
巳
の
変
に
臨
場
感
を
も
た
せ
よ
う
と
後
人

が
加
筆
し
た
の
だ
が
、
漢
文
作
成
能
力
の
欠
如
に
よ
っ
て
馬
脚
を
現
し
た

の
だ
。 

要
す
る
に
、
天
智
天
皇
と
中
臣
鎌
足
を
律
令
国
家
樹
立
の
英
雄
と
す
る

た
め
に
「
大
化
改
新
」
が
必
要
と
な
り
、「
乙
巳
の
変
」
を
正
当
化
す
る
た

め
に
蘇
我
入
鹿
を
極
悪
非
道
の
逆
臣
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
に
、
入
鹿
に
滅
ぼ
さ
れ
た
山
背
大
兄
王
の
聖
人
化
が
要
請
さ
れ
た
の
だ
。

藤
麻
呂
の
加
筆
だ
ろ
う
。 

 

十
七
、
書
紀
は
未
定
稿 

書
紀
に
は
杜
撰
な
記
事
が
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
省
略
を
示
す
「
云
々

（
云
云
）
」
で
あ
る
。
「
云
々
」
は
四
十
例
あ
る
が
、
巻
三
か
ら
巻
二
三
ま

で
は
二
例
の
み
。「
神
代
紀
」
上
下
二
巻
に
は
十
三
例
あ
る
が
、
三
宅
和
朗

に
よ
れ
ば
、
「
『
云
々
』
で
省
筆
さ
れ
た
の
は
、
前
出
の
一
書
と
文
章
上
、

内
容
上
重
複
し
て
い
た
た
め
」
と
い
う
。 

一
方
、
「
神
代
紀
」
以
外
の
二
七
例
は
、
「
壬
申
詔
、
云
云
」
（
巻
二
一
）

な
ど
意
味
を
な
さ
ず
、
す
べ
て
不
要
で
あ
る
。
巻
二
五
・
二
六
・
二
七
・

二
九
に
頻
出
し
、
こ
れ
ら
諸
巻
の
仕
上
げ
の
杜
撰
さ
が
目
立
つ
。 

書
紀
は
未
定
稿
で
提
出
さ
れ
た
の
だ
。
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
時

の
権
力
者
は
天
智
の
皇
女
元
明
上
皇
と
鎌
足
の
子
息
藤
原
不
比
等
で
あ
っ

た
。
二
人
は
孫
の
首
皇
子
に
皇
統
を
継
が
せ
る
こ
と
で
目
的
が
一
致
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
養
老
四
年
（7

2
0

）
三
月
、
不
比
等
は
大
病
を
得
、
書

紀
の
撰
上
が
急
が
れ
た
。
こ
う
し
て
書
紀
は
未
定
稿
の
ま
ま
五
月
二
十
一

日
に
撰
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
不
比
等
は
撰
上
を
見
と
ど
け
、
八
月
三
日

に
薨
去
し
た
。 

 十
八
、
付
論
：
皇
祖
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
の
か 

天
照
大
神
は
伊
勢
神
宮
に
祭
ら
れ
て
い
る
皇
祖
神
（
国
家
神
）
で
あ
り
、

最
高
の
神
格
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
天
照
大
神
は
い
つ
皇
祖
神
と

し
て
誕
生
し
た
の
か
。 

書
紀
で
は
天
照
大
神
は
、
「
日
神
」
「
大
日
孁
命
」
「
伊
勢
大
神
」
と
も

呼
ば
れ
、
子
孫
か
ら
観
た
「
皇
祖
」
と
い
う
言
葉
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

「
天
照
大
神
」
は
四
八
例
あ
り
、β

群
に
偏
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「
天
武
紀
」
巻
二
八
・
巻
二
九
の
各
一
例
は
「
天
照
太
神
」
と
い
う
表
記

で
あ
る
。 
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「
皇
祖
」
は
二
三
例
。
卷
二
五
「
孝
徳
紀
」
と
卷
三
〇
「
持
統
紀
」
の

各
四
例
以
外
はβ

群
に
偏
在
す
る
。
卷
二
五
の
四
例
は
次
の
と
お
り
。 

①
明
神
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨
、
始
我
遠
皇
祖
之
世
、
（
大
化
元
年
七
月 

丙
子
、
高
麗
使
へ
の
詔
。
こ
の
皇
祖
は
神
功
皇
后
を
指
す
。
「
御
宇
」 

は
、
七
〇
二
年
「
大
宝
令
」
頒
下
以
後
の
用
語
） 

②
由
是
代
々
我
皇
祖
等
、
（
大
化
二
年
三
月
甲
子
、
東
国
国
司
へ
の
詔
） 

③
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
【
謂
彦
人
大
兄
也
】
及
其
屯
倉
、
（
大
化
二
年
三 

月
壬
午
、
皇
太
子
へ
の
詔
の
引
用
。
皇
祖
大
兄
は
【 

】
内
の
分
注
の 

と
お
り
、
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
を
指
す
。
こ
の
詔
の
導
入
部
に
、
「
現 

為
御
八
嶋
国
天
皇
、
問
於
臣
曰
」
と
あ
る
。
「
御
八
嶋
国
」
は
「
御
宇
」 

の
類
句
） 

④
自
始
治
国
皇
祖
之
時
、
（
大
化
三
年
四
月
壬
午
、
品
部
廃
止
の
実
行 

を
促
す
詔
。
こ
こ
の
皇
祖
は
神
武
天
皇
を
指
す
） 

と
こ
ろ
で
、
巻
二
五
「
孝
徳
紀
」
はα

群
に
属
し
な
が
ら
も
、
詔
勅
を

中
心
に
し
て
編
纂
の
最
終
段
階
に
お
け
る
後
人
の
加
筆
が
顕
著
な
巻
で
あ

る
。「
皇
祖
」
を
含
む
こ
の
四
例
も
す
べ
て
詔
勅
中
に
用
い
ら
れ
、「
御
宇
」

「
御
八
嶋
国
」
と
い
う
七
〇
二
年
以
後
の
用
語
も
あ
る
。
こ
れ
ら
四
例
も

後
人
の
加
筆
だ
ろ
う
。
巻
二
五
と
巻
三
〇
で
の
使
用
は
最
終
段
階
で
の
加

筆
で
あ
り
、β

群
撰
述
開
始
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
皇
祖
神

と
し
て
の
天
照
大
神
は
文
武
朝
以
後
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。 

「
伊
勢
大
神
」
はβ

群
に
三
例
、
巻
三
〇
に
一
例
あ
る
が
、α

群
に
は

現
れ
な
い
。α

群
が
述
作
さ
れ
た
持
統
朝
に
は
、
ま
だ
伊
勢
の
地
方
神
で

あ
り
、
「
天
照
大
神
」
と
い
う
皇
祖
神
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

天
照
大
神
の
モ
デ
ル
は
持
統
天
皇
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
持
統
の
和
風

諡
号
に
求
め
ら
れ
る
。
書
紀
の
記
す
持
統
の
和
風
諡
号
は
「
高
天
原
広
野

姫
天
皇
」
で
あ
る
。
し
か
し
『
続
日
本
紀
』
大
宝
三
年(

7
0
3
)

十
二
月
十
七

日
条
の
持
統
葬
送
関
連
記
事
で
は
「
大
倭
根
子
天
之
広
野
日
女
尊
」
で
あ

る
。
七
〇
三
年
か
ら
七
二
〇
年
の
間
に
諡
号
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
。 

 

【
主
要
参
考
文
献
】 

有
坂
秀
世1

9
5
5

『
上
代
音
韻
攷
』
三
省
堂 

小
川
清
彦1

9
4
6

「
日
本
書
紀
の
暦
日
に
就
て
」
、
内
田
正
男1

9
7
8

『
日
本 

暦
日
原
典
』
（
雄
山
閣
）
所
収 

小
島
憲
之1

9
6
2

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学(

上
）
』
塙
書
房 

高
山
倫
明1

9
8
1

「
原
音
声
調
か
ら
観
た
日
本
書
紀
音
仮
名
表
記
試
論
」『
語

文
研
究
』5

1
 

高
山
倫
明1

9
8
2

「
書
紀
歌
謡
音
仮
名
と
原
音
声
調
」
『
文
献
探
求
』1

0
 

三
宅
和
朗1

9
8
4

『
記
紀
神
話
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館 

森
博
達1

9
9
1

『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』
大
修
館 

森
博
達1

9
9
9

『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
―
述
作
者
は
誰
か
―
』
中
公
新
書 

森
博
達2

0
1
1
a

『
日
本
書
紀 

成
立
の
真
実
―
書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰 

か
―
』
中
央
公
論
新
社 

森
博
達2

0
1
1
b

「
日
本
書
紀
に
見
え
る
古
代
韓
国
漢
字
文
化
の
影
響(

続 

篇)

」
『
木
簡
と
文
字
』
８
、
韓
国
木
簡
学
会
（
韓
国
語
） 

森
博
達

2
0
1
3

「
文
字
表
現
か
ら
観
た
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
」
『
上
代
文

学
』1

1
0
 

森
博
達2

0
1
4

「
皇
祖
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
か
―
『
日
本
書
紀
』
区

分
論
か
ら
観
て
―
」
『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』1

9
 



例外を直視すれば深層が見える

日 本 書 紀  区分論

数 理 創 造 プ ロ グ ラ ム　特 別 講 演 会
数
理
と

 

古
代
史
の

            

出
会
い

講演者紹介

森博達　もり ひろみち

京都産業大学外国語学部アジア言語学科教授。1949 年兵庫県生まれ。大阪
外国語大学中国語学科卒。名古屋大学大学院文学研究科（中国文学専攻）
博士課程中退。愛知大学講師、同志社大学助教授、大阪外国語大学助教授を
経て現在に至る。高麗大学校・釡山大学校の客員研究員も歴任。専攻は
東アジア語文交渉史。「魏志倭人伝」や「日本書紀」の文献学的研究を行って
きた。著書に「古代の音韻と日本書紀の成立」（大修館書店、金田一京助賞
受賞）、「日本書紀の謎を解く」（中公新書、毎日出版文化賞受賞）、「日本書紀
成立の真実」（中央公論新社）などがある。

背景画像：『(岩崎本 ) 日本書紀』巻二四「皇極紀」（京都国立博物館蔵）

「日本書紀」（720年撰）は漢文で書かれている。その音韻や文
法を分析して、渡来中国人が著した巻々と日本人が書き継い
だ巻々の混在が浮き彫りになり、成立過程が明らかになった。
その書紀成立の真相に迫った森博達教授による特別講演です。

数理創造プログラム（interdisciplinary Theoretical and Mathematical 
Sciences Program, 略称 iTHEMS）は、理化学研究所に置かれた理論科
学・数学・計算科学の研究者が分野の枠を越えて基礎研究を推進する新し
い国際研究拠点です。iTHEMSでは、「数理」を軸とする分野横断的手法に
より、宇宙・物質・生命の解明や、社会における基本問題の解決を目指して
います。
お問い合わせ先：理化学研究所 数理創造プログラム（iTHEMS）<ithems@riken.jp>

https://ithems.riken.jp

8月24日　
15:00-17:30

理化学研究所　和光キャンパス

大河内記念ホール
TV中継：理化学研究所 計算科学研究機構（神戸）６階講堂


